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平成に急速に発展している東南アジア諸国の大学とのお付き合いを振り返って

～令和時代の国際協力～

JICA に足を向けては眠れません

世界を視野に地域から始めよう、「宮崎-バングラデシュモデル」の挑戦

山　口　良　二

植　村　吏　香

伊　丹　利　明

河　野　　　　久

　令和元年と 5 月 1 日からなりました。新しい元号

となり、多くのことが何かリセットされたような雰

囲気になります。JICA 専門家連絡会結成後 24 年

になります。これまで、国際化、グローバル化とい

うかけ声に、宮崎大学でも留学生を増やし、活動方

針にもある様に宮崎県と海外諸国との交流活動の促

進、充実に資する活動や会員相互の情報交換・交流・

親睦に関することを実施してきました。結成当初は

日本にいる外国人も少なく、海外に行くのも決死の

思いでした、とは大袈裟ですが、それほど多くの人

が海外に行くことはなかったように思います。海外

からの日本への旅行者もここ 1-2 年で一気に増えま

した。海外からの訪問者が日本に来て感じることが

良く紹介されています。日本はきれいで、整然とし

ており、時間についても几帳面であるといわれてい

ます。20-30 年前に比べると老齢化社会になり、貴

重な若者は成長過程で様々な経験をすると思います

が、日本のこれからの生き方進む方向というのは、

さらなる国際化、グローバル化なくしては生きるこ

とはできません。発展途上国と言われてきた国を

30 年くらい前から訪問してきました。例えばタイ

では、最初、30 年前訪問した時は、タイでの東大

と言われるチュラロンコーン大学でさえ、動物病院

は小さく 1 部屋しかなく一人か二人の獣医師で診療

しておりました。各研究室の部屋は古く、エアコン

もなく、ドアもオープンの状態でその頃は研究をし

ている様子も感じられませんでした。ただし、診断

を必要とする病理の部屋だけがスペースが広く、と

ってあり、スタッフも多く、海外を含めた外部から

の訪問者はここを訪れていました。それが、近年で

は獣医学部だけでも大きなビルがいくつか建ち、動

物病院だけでもその一つがタワーのようにそびえ立

っています。交通手段としては料金メーターのない

タクシーだけが走っていました。が、現在ではスカ
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イトレイルと言うモノレールやエアポートリンクの

電車が走り、地下鉄ができ、高速道路も早々と整備

され、立派なホテルも増え、すでに今では発展途上

国ではなくなりました。10-15 年くらい前、バンコ

クの最初のころに近い状態かそれよりももっと発展

途上にあると思っていたベトナムについては、訪問

したハノイ農業大学 No1（現：ベトナム国立農業大

学）の研究室にピペットマンなどなく、ガラスピペ

ットのみで、しかも滅菌は丁寧に一本一本ずつ新聞

紙に巻きそれを乾熱滅菌して使用していました。無

菌室があり、ラミナフローが設置してあったので感

心しましたが、スイッチを入れると埃が立ち培養細

胞がコンタミしたのを覚えております。それが、今

では、超遠心機やシークエンサーまであります。道

路を走っているのはバイクばかりでしかもかなり多

く、車は海外からの国際協力団体の車だけであった

記憶があります。が、最近では、個人所有者が増え、

車が道路に氾濫しており道路の整備が間に合ってい

ない状態です。現在のミャンマーも、これまでのタ

イやベトナムの発展途上の初期段階のような雰囲気

があり、大学でも顕微鏡の一つもありませんでした。

が、少しずつ変わってきております。町中では日本

の中古車が数多く走っておりヤンゴンでは道路整備

が追いつかない状態で、タイを初めて訪問した頃を

思い出すくらいラッシュアワーの渋滞は激しい状態

です。そんな状況でありながら、それぞれの国はあ

っという間に発展してくる可能性を秘めています。

これらの国々からの日本への訪問者も多くなり、輸

出入も多くなってきました。まさしくグローバル化

社会になってきました。さらに国際協力を必要とす

る場面は数多くあります。

　一昨年より、宮崎県 JICA ３団体合同総会が始ま

りました。特に、それぞれの団体との交流、懇親会

で、各方面のヒトと触れ合うことができました。相

互の面識を持つことや親睦もあり、国際化やその経

験を活かして啓蒙いたしており多くの専門家は帰国

後の各方面で活動あるいは助言し、青年海外協力隊

経験者は地域社会への経験を活かした豊かな社会作

りを行っています。局面に応じてこれまでの経験や

知識を活かして国際貢献を日本への活力へ活かして

ほしいと思います。それぞれの会員は自ずと、意識

せずその活動をしていると思います。

　宮崎県 JICA 派遣専門家連絡会の皆様、いつもお

世話になっております。JICA 九州の植村です。日

頃より当機構の事業に対し、様々なご支援を賜り、

大変感謝しております。今回、昨年度に引き続き貴

会会報へ寄稿させていただくことになりました。

　本年 5 月 1 日に、新しい天皇陛下が即位され、元

号も「令和」となりました。自分自身はまさに「昭和」

生まれの「昭和」の人間ですので、「平成」をまたぎ「令

和」となった現在、一気に年をとったような気がし

ております。

実は 5 月の連休に家族のいる東京に帰っており

ましたため、5 月 4 日の新天皇皇后両陛下への一般
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欧米には行くが、東南アジアには興味がなさそう

だったし、実際に渡航者は欧米ばかりでした。1990

年（平成�年）代GDPは世界第二位でもまだ国とし

て成熟しておらず（主観ですが）、全てに余裕がな

かった時代であったと思います。アメリカでは日本

製の車やラジカセなどを破壊するデモンストレー

ションなどがあって、日本も急成長により国際関係

に過敏になっていました。今の若人には考えられな

いようなJAPAN as No1といわれはじめた時代でし

た。現在では,少し落ち着いて成熟さは出てきたも

のの今度は国の資金に余裕がない様に、または資金

自体の使用する方向が変わってきたようにも思えま

す。国際化も十分とは言えませんが、宮崎の環境も

進んではおり、大学や宮崎県、宮崎市などの県民、

市民の努力もあり、宮崎大学を中心に多くの留学生

を見かけるようになりました。

ただし、JICA専門家に関する状況を見ますと、

JICA専門家として派遣の需要はあるものの、必要

とされる人材の個々個人の多忙さもあり、供給不足

で専門家派遣が少なくなっているのが現状です。最

近では大学を含め派遣するための環境が整わなく

なってきました。そのために、構成員には、若い人

が増えていく状況が徐々に少なくなり、会員の高齢

化が進んで、新入会員の増員について多くを見込め

なくなってきたのがJICA専門家の現状です。

JICA専門家連絡会の活動と役割は、JICA国内機

関や青年海外協力隊OB/OG会、各都道府県の国際

交流協会などと連携して国際協力に関する理解と促

進の活動、帰国専門家間の交流、地域のイベントや

シンポジウムの共催、支援など行うことになってい

ます。

宮崎大学の昨今の状況は吉成先生を准教授にお迎

えした後、今度は鹿野先生を迎え積極的なJICAと

の事業を実施しようと活動的になり、JICAとのつ

ながりも強くなってきております。気になるのは、

大学における専門家の活動は若い人たちとの交流が

少ない気がします。例えば、学生は国際化に興味が

あり、専門家経験者とも話をしたいが、学生にはそ

のチャンスは少なく、専門家も個別に経験談を話す

しかない状況で、一方では話を聞いたからと言って

学生がすぐに専門家として派遣されるわけではあり

ません。宮崎県には青年海外協力隊OB/OG会や支

援する会があります。がその存在も知らないヒトも

多いようで、大学に職を持つものとしては学生が興

味をもつ協力隊関係者との接点を作ることも重要で

はないかと考えています。連絡会の目的にも交流の

推進や支援があり、今後のJICA専門家連絡会とし

ては、将来を担う若者への貢献を忘れてはならない

と考えています。専門家会では勉強会（講演会）が

あり、協力隊では経験談を話す機会がありますが、

海外の経験談を聞きたい若い人たちが、参加するこ

とは有意義であります。さらに、専門家も知らない

国際の名の付くイベントが宮崎でもあり、交流して

いくことが重要であると考えています。同じ国際化

ということをキーワードにこれから、他の団体とも

協力してやっていく必要があると考えます。

ところで、専門家としてこれからも日本や宮崎の

ために有益な大きな出来事がありました。私のもと

で大学院、博士を取得した学生が、大学学長になり

ました。その留学生はJICA専門家として派遣され

た時の出会いが、我が宮崎大学で勉強するきっかけ

となりました。それは、ベトナムの旧ハノイ農業大

学講師であったグエン・ティ・ラン氏で、帰国後、

副学部長、講座主任、副学長、そして、今では若く

して学長となりました。ラン氏は宮崎大学を誇りと

して頑張っています。そのベトナム国立農業大学

（新）ラン学長は昨年、宮崎大学ベトナム同窓会の

会長となりました。今後の活躍を祈ります。

私の国際化のモットウは留学生を教育して帰国後

大きく育ってもらって、ネットワークを作ることで

す。現在、タイ、チュラロンコーン大学に数名、イ

ンドネシアボゴール農業大学に数名、ベトナムのベ

トナム国立農業大学に学長をはじめ数名、マレーシ

アのプトラ大学、ミャンマー獣医大学の現役留学生

が当教室で学んでいます。それぞれの学生は宮崎大

学を誇りにして、帰国して大学で教鞭を執っていま

す。留学生を私物化するためでなく親日派、宮崎大

好人間になってもらう様に、ここから国際化がはじ

める様に心がけて頑張っているつもりでいます。青

年海外協力隊出身の専門家もおられることですか

ら、今後各団体との交流を行い活動していきたいと

思います。
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参賀に参加して参りました。一般参賀には一度も

行ったことがありませんでしたが、当日は日差しも

きつく暑い中、たくさんの老若男女が 1 時間以上日

照りの強い砂利の上で静かに待ち続け、混乱も不満

の声もなく粛々と参賀が進んでいく様を見て、日本

人は本当に忍耐強いな、と思った次第でした。（た

だ、残念ながらあまりに暑かったので数人の方が熱

中症で倒れていました。）肝心の両陛下のお姿はほ

とんど見えませんでしたが、自分としては新しい時

代の到来を実感することができた良い記念となりま

した。

なお、ご承知の通り、本年 4 月に入国管理法が

改正され、今後、より多くの職種で外国人実習生が

日本に来られる方向となりました。近年、宮崎県で

も在住される外国人の方が激増していると聞いてお

りますが、今後ますますこの傾向が高まっていくも

のと思われます。

各自治体におかれては、外国人の方向けの相談

窓口を増設する等の対策を進められていると聞いて

おりますが、JICA でもこのような動きに対して何

らかのご支援ができないか、現在本部を中心に検討

が進められています。

　また、JICA でも現在、宮崎市内の教育情報サー

ビス様、宮崎大学様、宮崎市様と連携させていただ

きながら、バングラデシュの優秀な IT 人材を宮崎

県内の企業等で就職いただくことを目的としたプロ

ジェクトを実施しています。私も初めは「宮崎とバ

ングラデシュがコラボ？」と驚きましたが、バング

ラデシュの方は割とシャイで大人しいので、宮崎県

の風土や人と意外と相性がいいようで、宮崎県内で

就職するバングラデシュの方も着実に増えているよ

うです。

これ以外でも最近は農業実習生の方なども、か

なり増えていると聞いています。

宮崎のような地方においては、これまでは、な

かなか外国人の方と会うこともなかったと思います

し、外国人と聞いただけで苦手意識を持つ方も多い

のではないかと思います。

このような状況下においては、開発途上国の国

際協力の現場で活躍いただいた「派遣専門家 OB 会」

の皆様や協力隊の OB・OG の方々こそが、外国人

と日本市民の間の懸け橋となって、活躍いただける

機会が増えてくるのではないかと思っております。

そのためには JICA としましても、ますます JICA

事業の強力なパートナーである皆様方とのネット

ワークを強化していく必要があると認識しております。

これから 10 年、20 年後の宮崎がどうなっていく

のかはわかりませんが、もしかするとたくさんの外

国の方も自然に宮崎県内で暮らしていけるような時

代が来るかもしれません。

そんなことも想像しつつ、これから JICA がどの

ように日本国内で貢献できるか、真剣に考えていき

たいと考えております。どうぞ引き続きまして、ご

支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいた

します。

以上
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JICAは開発途上地域などの経済、社会の発展に

寄与し、国際協力の促進を図るため、様々な分野の

技術を有する専門家を海外に派遣してきました。こ

れらの派遣専門家は帰国後も国際協力のよき理解者

として国際協力、国際交流に貢献してきましたが、

その活動は組織化されていないため、個人レベルに

とどまっていました。JICAでは1991年より国内各

地域毎に帰国専門家連絡会の結成を促し、帰国専門

家のネットワークを通じて国際協力、国際交流をよ

り一層推進する事業を始めました。1993年には北海

道など10地域に専門家連絡会が結成され、1993年ま

でに27地域に連絡会が結成されました。

1994年�月初めにJICA九州支部参事の和田氏が

宮崎大学に来訪され、宮崎県内の帰国専門家連絡会

結成について意見を求められました。宮崎大学農学

部にも数人の帰国専門家教官が在籍していました

が、派遣先に関する情報交換は個人レベルにとど

まっており、県内に在住する大学教官以外の帰国専

門家についての情報もなく、交流の機会もありませ

んでした。和田氏からの提案は実に願ってもないこ

とで、学内の帰国専門家教官と協議した結果、直ち

に連絡会結成に向けて取り組くむことになりまし

た。

帰国専門家リストを所有しているJICA九州支部

にお願いして、県内在住の帰国専門家に連絡会結成

の呼びかけをしていただき、�月22日に結成会を開

催しました。 結成会には帰国専門家13名とJICA

関係者�名が出席し、宮崎県国際交流課、宮崎県国

際交流会等からの来賓参加もいただき、宮崎県帰国

専門家連絡会がスタートしました。

当面、連絡会では ①会員相互の連絡を密にし、

交流を深める ②地域の国際交流活動への協力、参

加を目標にかかげて活動を始めましたが、歴代の会

長はじめ幹事の皆様のご尽力により、次第に国際支

援、国際交流関連団体等との交流、連携も密になり、

今年度の連絡会総会は青年海外協力隊OB会や青年

海外協力隊を支援する会との合同開催が計画されて

いると聞き及んでいます。連絡会設立から20年余を

経て、力強い活動をさらに広範囲に亘り展開されて

いる連絡会の更なる発展を祈念申し上げます。

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の概要

（�）設立

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の設立は国際協力

事業団九州支部の指導のもと、平成�年�月22日、

県内在住の派遣専門家18名のうち13名の出席を得て

結成会を発足させ、宮崎県における国際交流事業の

促進と充実、並びに国際交流活動の発展に資するこ

とを目的に「宮崎県JICA派遣専門家連絡会」の名称

で発足しました。

（�）会則

＜趣旨概要＞ 国際協力事業への参加志向の高ま

りが顕著な今日、開発途上国で国際協力活動の
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永 田 雅 輝宮崎大学名誉教授、前宮崎国際大学長

平成16年度∼25年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
20年を振り返って



　平成 31 年 3 月 31 日に宮崎大学を退職し、4 月 1

日付けで福山大学に赴任しました。宮崎大学に 16

年 3 ヶ月在職し、最後の 5 年 6 ヶ月を国際連携担当

の副学長として勤務しました。副学長在任中は宮崎

県 JICA 派遣専門家連絡会の皆様にお世話になりま

した。この場をお借りして、厚くお礼申し上げます。

連絡会の総会等で海外のお話をたくさん聞かせてい

ただき、大学の中とは違った『風』を感じていました。

　5 月末に福林幹事から原稿執筆の依頼をうけまし

た。はじめての私立大学での勤務ということもあり、

右往左往していた時期でした。そのせいで少し提出

期限を延ばしていただきました。ご迷惑をおかけし

たことをお詫びいたします。

　さて、本題の JICA と私とのかかわりです。3 つ

のフェーズに分かれます。①「魚類生理・防疫集団

研修コース」時代（昭和 62 年～平成 14 年）、②「ト

ルコ国カレイ類養殖の短期専門家」時代（平成 22

年 ~23 年）③「副学長」時代（平成 25 年～ 31 年）

①　すべてはここから始まった

－「魚類生理・防疫集団研修コース」時代－

　昭和 58 年 4 月に山口県下関市にある水産大学校

（農林水産省管轄）に助手で勤務を始めて 4 年後、

昭和 62 年から「魚類生理・防疫集団研修コース」

が開始されました。このコースはその後タイトルを

何度か変更しながら 20 年近く継続しました。私は

水産大学校退職までの 16 年間を担当しました。こ

の間平均して 7 ～ 8 名の研修員を毎年受け入れたの

で、私の担当した卒業生は合計すると約 120 人にな

ります。

　当時、同年代の研修員とも親しく飲みにいっ

たりして、本当に楽しい思い出です。つたない

英語でテキストを作り、超ブロークン Janglish

（Japanese+English）で講義をしていました。それ

を辛抱強く聞いてくれた研修員の皆様には感謝で

す。その後、研修員の招聘で、フィリピン、タイ王国、

イランへ講義に行くこともできました。また、本コー

スのフォローアップチームの団長としてタイ王国と

インドネシアを訪問して、帰国研修員との交流を深

めました。

　

　タイ王国での活動では、JICA がタイ南部のソ

ンクラ市に建設した National Institute of Coastal 

Aquaculture (NICA) を拠点としました。これが

縁になって近くにあるプリンスオブソンクラ大学

（PSU）との交流が始まりました。このおかげで、

宮崎大学在職中ほぼ毎年修士 1 年生の学生と PSU

を訪問し、学生による研究発表会を継続して実施で

きました。さらに、研究交流と学生交流の成果が認

イランでの集中講義での息抜きのひととき。ストロ
ベリー味の水タバコを楽しむ。

JICAに足を向けては眠れません

福山大学生命工学部海洋生物科学科教授

宮崎大学長顧問 伊　丹　利　明
（前宮崎大学農学部教授、前宮崎大学副学長・国際連携センター長）

－ 4－

欧米には行くが、東南アジアには興味がなさそう

だったし、実際に渡航者は欧米ばかりでした。1990

年（平成�年）代GDPは世界第二位でもまだ国とし

て成熟しておらず（主観ですが）、全てに余裕がな

かった時代であったと思います。アメリカでは日本

製の車やラジカセなどを破壊するデモンストレー

ションなどがあって、日本も急成長により国際関係

に過敏になっていました。今の若人には考えられな

いようなJAPAN as No1といわれはじめた時代でし

た。現在では,少し落ち着いて成熟さは出てきたも

のの今度は国の資金に余裕がない様に、または資金

自体の使用する方向が変わってきたようにも思えま

す。国際化も十分とは言えませんが、宮崎の環境も

進んではおり、大学や宮崎県、宮崎市などの県民、

市民の努力もあり、宮崎大学を中心に多くの留学生

を見かけるようになりました。

ただし、JICA専門家に関する状況を見ますと、

JICA専門家として派遣の需要はあるものの、必要

とされる人材の個々個人の多忙さもあり、供給不足

で専門家派遣が少なくなっているのが現状です。最

近では大学を含め派遣するための環境が整わなく

なってきました。そのために、構成員には、若い人

が増えていく状況が徐々に少なくなり、会員の高齢

化が進んで、新入会員の増員について多くを見込め

なくなってきたのがJICA専門家の現状です。

JICA専門家連絡会の活動と役割は、JICA国内機

関や青年海外協力隊OB/OG会、各都道府県の国際

交流協会などと連携して国際協力に関する理解と促

進の活動、帰国専門家間の交流、地域のイベントや

シンポジウムの共催、支援など行うことになってい

ます。

宮崎大学の昨今の状況は吉成先生を准教授にお迎

えした後、今度は鹿野先生を迎え積極的なJICAと

の事業を実施しようと活動的になり、JICAとのつ

ながりも強くなってきております。気になるのは、

大学における専門家の活動は若い人たちとの交流が

少ない気がします。例えば、学生は国際化に興味が

あり、専門家経験者とも話をしたいが、学生にはそ

のチャンスは少なく、専門家も個別に経験談を話す

しかない状況で、一方では話を聞いたからと言って

学生がすぐに専門家として派遣されるわけではあり

ません。宮崎県には青年海外協力隊OB/OG会や支

援する会があります。がその存在も知らないヒトも

多いようで、大学に職を持つものとしては学生が興

味をもつ協力隊関係者との接点を作ることも重要で

はないかと考えています。連絡会の目的にも交流の

推進や支援があり、今後のJICA専門家連絡会とし

ては、将来を担う若者への貢献を忘れてはならない

と考えています。専門家会では勉強会（講演会）が

あり、協力隊では経験談を話す機会がありますが、

海外の経験談を聞きたい若い人たちが、参加するこ

とは有意義であります。さらに、専門家も知らない

国際の名の付くイベントが宮崎でもあり、交流して

いくことが重要であると考えています。同じ国際化

ということをキーワードにこれから、他の団体とも

協力してやっていく必要があると考えます。

ところで、専門家としてこれからも日本や宮崎の

ために有益な大きな出来事がありました。私のもと

で大学院、博士を取得した学生が、大学学長になり

ました。その留学生はJICA専門家として派遣され

た時の出会いが、我が宮崎大学で勉強するきっかけ

となりました。それは、ベトナムの旧ハノイ農業大

学講師であったグエン・ティ・ラン氏で、帰国後、

副学部長、講座主任、副学長、そして、今では若く

して学長となりました。ラン氏は宮崎大学を誇りと

して頑張っています。そのベトナム国立農業大学

（新）ラン学長は昨年、宮崎大学ベトナム同窓会の

会長となりました。今後の活躍を祈ります。

私の国際化のモットウは留学生を教育して帰国後

大きく育ってもらって、ネットワークを作ることで

す。現在、タイ、チュラロンコーン大学に数名、イ

ンドネシアボゴール農業大学に数名、ベトナムのベ

トナム国立農業大学に学長をはじめ数名、マレーシ

アのプトラ大学、ミャンマー獣医大学の現役留学生

が当教室で学んでいます。それぞれの学生は宮崎大

学を誇りにして、帰国して大学で教鞭を執っていま

す。留学生を私物化するためでなく親日派、宮崎大

好人間になってもらう様に、ここから国際化がはじ

める様に心がけて頑張っているつもりでいます。青

年海外協力隊出身の専門家もおられることですか

ら、今後各団体との交流を行い活動していきたいと

思います。
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められて、PSU からは名誉博士号と名誉教授の称

号をいただきました。これも元をただせば JICA 集

団研修での人間関係からのスピンオフ事業と言えま

す。つまり、「すべてはここから始まった」のです。

　このような私の経験から申し上げると、今から研

修コースを実施される方は、若い教員に研修の授業

を持たせればよろしい。彼らが築く人間関係はきっ

と彼らの将来に役立ちます。

②　ちょっと怒りました

－「トルコ国カレイ類養殖の短期専門家」時代－

　JICA の肝いりで始まったトルコでのイボカレイ

の養殖事業です。イボガレイは高級魚として流通し

ており、養殖対象魚種としてはうってつけ。しかし、

プロジェクトの最終段階になって魚の調子が悪いと

のことで我々魚病学を研究する「病気屋」に声がか

かった次第です。私と酒井正博先生（現農学部長）

が短期専門家として派遣されました。養殖した魚が

病気になるのは良くあることです。ヒトが夏バテを

したり、冬にカゼをひくのと同じです。

　事前の調査では、養殖技術に特段の問題はありま

せんでした。しかし、現実に病気が出ているので、

原因を探り、対策を立てないといけません。そこで、

飼育施設のあるトルコの黒海沿岸の町トラブゾンへ

行きました。一番の問題は病魚のサンプリングで

す。養殖技術者は自分の技術に間違いはないと盲信

しているので、病気だと認めたがりません。とは言

え、私の到着前に「見栄えの悪い魚」「都合の悪い魚」

は処分をしたようでした。それでも現場に行くと、

病気の兆候を示している魚を見つけました。早速サ

ンプルとして提供するように申し入れましたが、現

場担当者も監督者も頑なに拒否しました。その上司

も頑として受け付けません。こちらも「日の丸」を

背負ってきている以上、引き下がるわけには行かず、

所長と直談判しました。当初は抵抗していましたが、

トルコ政府の農水省の事務次官の名前をちらつかせ

ると、シブシブ応じてくれました。幸いにも（？）

サンプリングした魚から原因微生物が検出できて、

当初の目的は果たせました。しかし、現場でのあま

りの非協力的な対応に、私は怒り心頭でした。トル

コ政府への報告書には今後このような非協力的な対

応のないように申し入れておきました。しかし、あ

の報告書がどの程度の上層部まで届いたかは知る由

もありません。後で聞いた話では、この時期は政府

関係者の異動や昇進が決まる『微妙』な時期だった

そうです。同じ宮仕えの身としては少々身につまされま

す。

【余談】イランは厳格なイスラム国家ですので、
アルコールはご法度です。私は 3 週間イランに
招聘されました。その間一滴のビールもワイン
も飲みませんでした。そのおかげで、帰国後す
ぐに受診した健康診断の結果は考えられないく
らい良い値でした。健康診断前にイランへ旅行
はお勧めです。人生のリフレッシュにいかがで
すか？

イボガレイプロジェクトのカウンターパートのアー
メドさんとそのご家族と夕食をご一緒する。

－ 5－

JICAは開発途上地域などの経済、社会の発展に

寄与し、国際協力の促進を図るため、様々な分野の

技術を有する専門家を海外に派遣してきました。こ

れらの派遣専門家は帰国後も国際協力のよき理解者

として国際協力、国際交流に貢献してきましたが、

その活動は組織化されていないため、個人レベルに

とどまっていました。JICAでは1991年より国内各

地域毎に帰国専門家連絡会の結成を促し、帰国専門

家のネットワークを通じて国際協力、国際交流をよ

り一層推進する事業を始めました。1993年には北海

道など10地域に専門家連絡会が結成され、1993年ま

でに27地域に連絡会が結成されました。

1994年�月初めにJICA九州支部参事の和田氏が

宮崎大学に来訪され、宮崎県内の帰国専門家連絡会

結成について意見を求められました。宮崎大学農学

部にも数人の帰国専門家教官が在籍していました

が、派遣先に関する情報交換は個人レベルにとど

まっており、県内に在住する大学教官以外の帰国専

門家についての情報もなく、交流の機会もありませ

んでした。和田氏からの提案は実に願ってもないこ

とで、学内の帰国専門家教官と協議した結果、直ち

に連絡会結成に向けて取り組くむことになりまし

た。

帰国専門家リストを所有しているJICA九州支部

にお願いして、県内在住の帰国専門家に連絡会結成

の呼びかけをしていただき、�月22日に結成会を開

催しました。 結成会には帰国専門家13名とJICA

関係者�名が出席し、宮崎県国際交流課、宮崎県国

際交流会等からの来賓参加もいただき、宮崎県帰国

専門家連絡会がスタートしました。

当面、連絡会では ①会員相互の連絡を密にし、

交流を深める ②地域の国際交流活動への協力、参

加を目標にかかげて活動を始めましたが、歴代の会

長はじめ幹事の皆様のご尽力により、次第に国際支

援、国際交流関連団体等との交流、連携も密になり、

今年度の連絡会総会は青年海外協力隊OB会や青年

海外協力隊を支援する会との合同開催が計画されて

いると聞き及んでいます。連絡会設立から20年余を

経て、力強い活動をさらに広範囲に亘り展開されて

いる連絡会の更なる発展を祈念申し上げます。

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の概要

（�）設立

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の設立は国際協力

事業団九州支部の指導のもと、平成�年�月22日、

県内在住の派遣専門家18名のうち13名の出席を得て

結成会を発足させ、宮崎県における国際交流事業の

促進と充実、並びに国際交流活動の発展に資するこ

とを目的に「宮崎県JICA派遣専門家連絡会」の名称

で発足しました。

（�）会則

＜趣旨概要＞ 国際協力事業への参加志向の高ま

りが顕著な今日、開発途上国で国際協力活動の
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玉 井 理宮崎大学名誉教授

平成�年度∼15年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
結成の経緯など

永 田 雅 輝宮崎大学名誉教授、前宮崎国際大学長

平成16年度∼25年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
20年を振り返って



③大学のグローバル化に欠かせない JICAとの人事

交流

－「副学長」時代－

　私は平成 25 年 10 月から副学長を拝命したのです

が、前任の丸山真杉先生のときから JICA との人事

交流がスタートしていました。在任中、吉成先生、

鹿野先生、そして河澄先生の 3 名の先生方と仕事を

しました。吉成先生は JICA 研修のための各種調整

と研修管理ならびに宮崎大学の「ミャンマー国ヒ素

汚染地域における衛生保健の実施体制強化プロジェ

クト」開始の支援をいただきました。このような忙

しい中でも、先生は医学獣医学総合研究科で修士号

をとられました。驚くべきバイタリティーです。鹿

野先生には、当時たまたま落ち込んだ JICA 研修事

業のテコ入れをしていただくために、新しい研修事

業の立ち上げをお願いしました。同時に、上記ミャ

ンマープロジェクトへの支援ならびに SATREPS

案件への事前調査をしていただきました。鹿野先生

の的確な情報収集とこれに基づいたご指示のおかげ

で、次の成果に結びつきました。すなわち、河澄先

生の緻密で適切な更なる支援を得て、新たな研修事

業と第二次のミャンマー砒素汚染対策事業の開始な

らびに SATREPS の採択というすばらしい成果と

なりました。皆様のご努力に心から敬意を表します。

　平成 26 年 7 月に宮崎大学は JICA 九州と「国際

協力に関する連携覚書」を締結しました。今やその

成果が着々と挙げられています。今後も人事交流が

継続され、宮崎大学の国際化が強力に推進されるこ

とを期待します。同時に、JICA から派遣される方々

も、JICA での経験を活かして、宮崎大学で何らか

の学位を取得されることをお勧めします。まさに吉

成先生の修士号取得がロールモデルです。

最後に

　つらつらと思い出しながら書いてきましたが、私

の大学教員として人生から JICA がなくなったら、

何が残るのか？と思ってしまいます。JICA とその

関連の事業が私の人生に大きなインパクトを与えた

ことは間違いありません。そして、その成果が少し

でも途上国の発展に貢献できたら、大きな喜びです。

　2016 年 7 月 1 日。「バングラデシュ・ダッカにお

ける襲撃事件」が起こった日です。7 名の日本人専

門家が亡くなられました。この文章を読まれるころ

には、発生から 3 年が経過したころだと思います。

あらためて、亡くなられた方々のご冥福をお祈りし

ます。

　宮崎大学では、JICA や宮崎市と組んでバング

ラデシュからの高度 IT 人材の導入を促進してい

ま す（B-JET：Bangladesh-Japan ICT Engineers’ 

Training Program）。テロに負けない国づくりを支

援し、日本の地域の発展も支援できるという日本と

バングラデシュにとっても Win-Win の関係を築け

るすばらしいプログラムです。皆様のご理解とご協

力を得て、自立できるプログラムとして大きく育ち

ますようご支援を賜りたいと存じます。

　最後になりましたが、宮崎県 JICA 派遣専門家連

絡会の今後ますますのご発展をお祈りしています。

福山の方面にお越しの際はお立ち寄りください。

－ 6－

欧米には行くが、東南アジアには興味がなさそう

だったし、実際に渡航者は欧米ばかりでした。1990

年（平成�年）代GDPは世界第二位でもまだ国とし

て成熟しておらず（主観ですが）、全てに余裕がな

かった時代であったと思います。アメリカでは日本

製の車やラジカセなどを破壊するデモンストレー

ションなどがあって、日本も急成長により国際関係

に過敏になっていました。今の若人には考えられな

いようなJAPAN as No1といわれはじめた時代でし

た。現在では,少し落ち着いて成熟さは出てきたも

のの今度は国の資金に余裕がない様に、または資金

自体の使用する方向が変わってきたようにも思えま

す。国際化も十分とは言えませんが、宮崎の環境も

進んではおり、大学や宮崎県、宮崎市などの県民、

市民の努力もあり、宮崎大学を中心に多くの留学生

を見かけるようになりました。

ただし、JICA専門家に関する状況を見ますと、

JICA専門家として派遣の需要はあるものの、必要

とされる人材の個々個人の多忙さもあり、供給不足

で専門家派遣が少なくなっているのが現状です。最

近では大学を含め派遣するための環境が整わなく

なってきました。そのために、構成員には、若い人

が増えていく状況が徐々に少なくなり、会員の高齢

化が進んで、新入会員の増員について多くを見込め

なくなってきたのがJICA専門家の現状です。

JICA専門家連絡会の活動と役割は、JICA国内機

関や青年海外協力隊OB/OG会、各都道府県の国際

交流協会などと連携して国際協力に関する理解と促

進の活動、帰国専門家間の交流、地域のイベントや

シンポジウムの共催、支援など行うことになってい

ます。

宮崎大学の昨今の状況は吉成先生を准教授にお迎

えした後、今度は鹿野先生を迎え積極的なJICAと

の事業を実施しようと活動的になり、JICAとのつ

ながりも強くなってきております。気になるのは、

大学における専門家の活動は若い人たちとの交流が

少ない気がします。例えば、学生は国際化に興味が

あり、専門家経験者とも話をしたいが、学生にはそ

のチャンスは少なく、専門家も個別に経験談を話す

しかない状況で、一方では話を聞いたからと言って

学生がすぐに専門家として派遣されるわけではあり

ません。宮崎県には青年海外協力隊OB/OG会や支

援する会があります。がその存在も知らないヒトも

多いようで、大学に職を持つものとしては学生が興

味をもつ協力隊関係者との接点を作ることも重要で

はないかと考えています。連絡会の目的にも交流の

推進や支援があり、今後のJICA専門家連絡会とし

ては、将来を担う若者への貢献を忘れてはならない

と考えています。専門家会では勉強会（講演会）が

あり、協力隊では経験談を話す機会がありますが、

海外の経験談を聞きたい若い人たちが、参加するこ

とは有意義であります。さらに、専門家も知らない

国際の名の付くイベントが宮崎でもあり、交流して

いくことが重要であると考えています。同じ国際化

ということをキーワードにこれから、他の団体とも

協力してやっていく必要があると考えます。

ところで、専門家としてこれからも日本や宮崎の

ために有益な大きな出来事がありました。私のもと

で大学院、博士を取得した学生が、大学学長になり

ました。その留学生はJICA専門家として派遣され

た時の出会いが、我が宮崎大学で勉強するきっかけ

となりました。それは、ベトナムの旧ハノイ農業大

学講師であったグエン・ティ・ラン氏で、帰国後、

副学部長、講座主任、副学長、そして、今では若く

して学長となりました。ラン氏は宮崎大学を誇りと

して頑張っています。そのベトナム国立農業大学

（新）ラン学長は昨年、宮崎大学ベトナム同窓会の

会長となりました。今後の活躍を祈ります。

私の国際化のモットウは留学生を教育して帰国後

大きく育ってもらって、ネットワークを作ることで

す。現在、タイ、チュラロンコーン大学に数名、イ

ンドネシアボゴール農業大学に数名、ベトナムのベ

トナム国立農業大学に学長をはじめ数名、マレーシ

アのプトラ大学、ミャンマー獣医大学の現役留学生

が当教室で学んでいます。それぞれの学生は宮崎大

学を誇りにして、帰国して大学で教鞭を執っていま

す。留学生を私物化するためでなく親日派、宮崎大

好人間になってもらう様に、ここから国際化がはじ

める様に心がけて頑張っているつもりでいます。青

年海外協力隊出身の専門家もおられることですか

ら、今後各団体との交流を行い活動していきたいと

思います。
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2017 年より、宮崎大学国際連携センターに勤務し

ている河野久でございます。皆様どうぞよろしくお

願い致します。

郷里である宮崎県（都城市出身）に戻ってくる前

には、中華人民共和国の JICA 北京事務所に勤務し

ており、中国の対外援助を主管する中華人民共和国

商務部（日本の経産省に相当）やアジア開発銀行

(ADB)、北京大学を始めとする学術機関などと、今

後、日本や中国などアジアの先進国・中進国の経験

を如何に Knowledge 化し、アジアの途上国に伝え

ていくか、ワークショップやセミナーを開催する仕

事等を行っておりました。また、中国が打ち出した

「一帯一路」や「アジアインフラ投資銀行（AIIB）」
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であり、上記のような、従来の JICA 像からやや異

なった、チャレンジングかつ、非常に面白い仕事を

体験させて頂いたと考えております。

写真 1 ( 北京でのセミナーの様子 )

前職では、上述の通り JICA で北京での駐在、その
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気ある途上国の大都市への駐在が続いており、帰郷

するたびに都城市、ひいては宮崎全体があまり元気

ないのが気にかかっていました。また、帰郷時に行
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連携センターがバングラデシュ ICT 人材育成プロ

グラム（B-JET：Bangladesh-Japan ICT Engineers 

Training）を実施しており、私の問いへの回答にな

るかもしれないかと考えたからです。既に大学の広

報や、メディア報道などでご存じの方も多いかと

思いますが、同プロジェクトは、JICA の技協とし

てバングラディシ・コンピューター・カウンシル
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ングラデシュ国内の優秀な IT 技術者を対象に、日

本市場をターゲットとして人材育成プログラムを実

世界を視野に地域から始めよう、
「宮崎 - バングラデシュモデル」の挑戦。

宮崎県 JICA派遣専門家連絡会幹事

宮崎大学国際連携センター 河　野　　　久
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JICAは開発途上地域などの経済、社会の発展に

寄与し、国際協力の促進を図るため、様々な分野の

技術を有する専門家を海外に派遣してきました。こ

れらの派遣専門家は帰国後も国際協力のよき理解者

として国際協力、国際交流に貢献してきましたが、

その活動は組織化されていないため、個人レベルに

とどまっていました。JICAでは1991年より国内各

地域毎に帰国専門家連絡会の結成を促し、帰国専門

家のネットワークを通じて国際協力、国際交流をよ

り一層推進する事業を始めました。1993年には北海

道など10地域に専門家連絡会が結成され、1993年ま

でに27地域に連絡会が結成されました。

1994年�月初めにJICA九州支部参事の和田氏が

宮崎大学に来訪され、宮崎県内の帰国専門家連絡会

結成について意見を求められました。宮崎大学農学

部にも数人の帰国専門家教官が在籍していました

が、派遣先に関する情報交換は個人レベルにとど

まっており、県内に在住する大学教官以外の帰国専

門家についての情報もなく、交流の機会もありませ

んでした。和田氏からの提案は実に願ってもないこ

とで、学内の帰国専門家教官と協議した結果、直ち

に連絡会結成に向けて取り組くむことになりまし

た。

帰国専門家リストを所有しているJICA九州支部

にお願いして、県内在住の帰国専門家に連絡会結成

の呼びかけをしていただき、�月22日に結成会を開

催しました。 結成会には帰国専門家13名とJICA

関係者�名が出席し、宮崎県国際交流課、宮崎県国

際交流会等からの来賓参加もいただき、宮崎県帰国

専門家連絡会がスタートしました。

当面、連絡会では ①会員相互の連絡を密にし、

交流を深める ②地域の国際交流活動への協力、参

加を目標にかかげて活動を始めましたが、歴代の会

長はじめ幹事の皆様のご尽力により、次第に国際支

援、国際交流関連団体等との交流、連携も密になり、

今年度の連絡会総会は青年海外協力隊OB会や青年

海外協力隊を支援する会との合同開催が計画されて

いると聞き及んでいます。連絡会設立から20年余を

経て、力強い活動をさらに広範囲に亘り展開されて

いる連絡会の更なる発展を祈念申し上げます。

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の概要

（�）設立

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の設立は国際協力

事業団九州支部の指導のもと、平成�年�月22日、

県内在住の派遣専門家18名のうち13名の出席を得て

結成会を発足させ、宮崎県における国際交流事業の

促進と充実、並びに国際交流活動の発展に資するこ

とを目的に「宮崎県JICA派遣専門家連絡会」の名称

で発足しました。

（�）会則

＜趣旨概要＞ 国際協力事業への参加志向の高ま

りが顕著な今日、開発途上国で国際協力活動の
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平成16年度∼25年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
20年を振り返って



施することを目的としています。日本語、ビジネス

マナーを中心とした 3 ヶ月の研修プログラム修了後

には、日本への就職、留学・インターンシッププロ

グラムへの参加、バングラデシュ国内の日系企業へ

の就職を想定しており、3 年間で約 300 人の就業を

予定しています。

写真 2（修了式での様子）
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の課題解決に取り組みながらも、日本国内、特に地

方に普遍的に存在する IT 人材不足を解決するとい

う、Win-Win な関係にあることだと考えています。
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に B-JET に派遣されていますが、宮崎だけでなく、
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に対する並々ならぬ期待、関心を訪問のたびに肌で

感じています。
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が、研究を深めれば深めるほど、このモデルが日本

の地域における外国人受け入れ、及び国際協力の一

つのフラッグシップ・モデルになる可能性を秘めて

いると感じています。途上国、宮崎を含む地方を盛

り上げるために、今後、私自身強い気概を持って研

究に取り組んで行きたいと考えています。

最後に、「宮崎 - バングラデシュモデル」をきっか

けに、昨日、安倍首相がハシナ・バングラデシュ首

相を招いて開催された晩餐会に、本学の池ノ上学長

が招待されました。まさに、宮崎大学の理念である、

「世界を視野に地域から始めよう」の取り組みが日

本国及び相手国から高く評価され、期待されている

証左ではないでしょうか。

写真 3 ( 晩餐会の様子 )

( 引用：内閣府 HP)

h t t p s : / / w w w . k a n t e i . g o . j p / j p / 9 8 _ a b e /

actions/201905/29bangladesh.html
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た時の出会いが、我が宮崎大学で勉強するきっかけ

となりました。それは、ベトナムの旧ハノイ農業大

学講師であったグエン・ティ・ラン氏で、帰国後、

副学部長、講座主任、副学長、そして、今では若く

して学長となりました。ラン氏は宮崎大学を誇りと

して頑張っています。そのベトナム国立農業大学

（新）ラン学長は昨年、宮崎大学ベトナム同窓会の
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大きく育ってもらって、ネットワークを作ることで

す。現在、タイ、チュラロンコーン大学に数名、イ
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トナム国立農業大学に学長をはじめ数名、マレーシ
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　JICA エキスパート宮崎第 22 号をお届けさせていただきます。今回も前号に引き続き、JICA 九州国
際センターの植村所長に特別寄稿をいただきました。また、福山大学生命工学部教授・宮崎大学長顧問（前
宮崎大学農学部教授、前宮崎大学副学長・国際連携センター長）伊丹利明先生にはご多忙の中、昨年度
の講演内容をベースに執筆いただきました。さらに宮崎大学国際連携センターの河野久氏に宮崎 - バン
グラデシュモデルに関する寄稿をいただきました。

私達の身の回りでも国際化が進む中、県民の皆様に広く JICA の活動を知っていただき、国際協力の
展開・支援を進めて行きたいと考えています。宮崎県 JICA 派遣専門家連絡会は宮崎県海外協力協会と
宮崎県青年海外協力隊を支援する会と協力して合同総会を開催しております。会員の皆様の参加を心よ
りお待ちしております。本連絡会の活動について皆様のご提案、ご意見をお寄せください。ご連絡は下
記までお願いいたします。

会長　山口良二　a0d402u@cc.miyazaki-u.ac.jp
幹事　大野和朗　ohnok@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　乗峰順三　nori@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　佐伯雄一　yt-saeki@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　河野　久　kawano.hisashi@of.miyazaki-u.ac.jp

井上果子　kako.inoue@cc.miyazaki-u.ac.jp
福林良典　fukubayashi@cc.miyazaki-u.ac.jp

事務局：〒 889-2192　宮崎市学園木花台西１－１　宮崎大学農学部内

編集後記
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